
 

 

インフルエンザはウイルスによる感染症 

 インフルエンザはインフルエンザウイルスに感染することで発症します。 

感染経路は、飛沫感染と接触感染と言われており、ウイルスは感染した 

人のだ液や鼻水にたくさん含まれています。 

うつらない・うつさないために 

〇石けんでの手洗い（30秒以上） 〇咳エチケット（マスク着用） 

〇うがい 〇部屋の換気・加湿 〇バランスのとれた食事 

〇十分な睡眠 

＜予防接種も効果的＞ 

 インフルエンザの予防には予防接種が有効です。インフルエンザは、 

例年 12月～１月頃に流行のピークを迎えます。予防接種の効果が出る 

のは、接種の約 2週間後と言われています。ピークを迎える前の 11月 

中旬頃には接種を済ませるとよいでしょう。 

インフルエンザにかかってしまったら 

＜早めに医療機関を受診しましょう＞ 

 インフルエンザには、ウイルスに直接効く薬があります。処方された薬を飲むことで、重症化を防

ぎ、症状が出る期間を短くすることができます。発熱等症状が出て、インフルエンザかな・・・と思った

ら、医療機関を受診するようにしましょう。（※症状がなく、検査目的のみの受診は控えましょう。） 

 

＜家庭で療養しましょう＞ 

 インフルエンザにかかったら、「解熱後２日、かつ発症後５日が経過するまで出席停止」です。

（発症日を０日とする。）体調がよくなるまで、しっかり療養しましょう。 

北条高校保健室 

令和 5年 11月 

１１月の保健目標 

心身の健康を意識した生活をしよう 

寒さに負けない体力づくりをしよう 

 

日が暮れるのが早くなり、朝晩は寒いと感じる日が多

くなりました。今年は、寒くなる前からインフルエンザが流

行しており、本格的に寒くなるこれからの季節は特に注

意が必要です。手洗い、咳エチケットなど、基本的な感染

予防を一人一人が心掛けましょう。 

 

 

 

インフルエンザに注意！ 
せきやくしゃみで、

だ液が飛んで感染が

広がります 



 

「健康の第一歩は『健口』から ～自分で守ろう歯の健康～」 

保健委員会は、文化祭で歯と口の健康について発表を行います。９月に行ったアンケート調査の

結果や、学校歯科医・長谷川先生を訪問し教えていただいたことについて発表します。 

 ぜひ聞いてください。 

 


